
今回作業をしてくれたのは昭 ツ車も多く入庫する山真

自動車の山田真実社長.自 動車整備歴ば″年。軽

作業から重作業まで社長自らど篠イ皓まもこなす。

作業に入る前にまずは山田社長が試乗してフィ

ーリングを確認する。「′」ヽ澤さんが言う通り、リアの

アライメントが狂っている印象です」とコメント。

ダンバ…をビルシュタインに交換した後、

ブッシュ類やスタビリンクロッドも新品に替えて

前後足回りのリフレッシュがほぼ終了した964カプリオレ。

オーナ…であるスピードジヤパンJヽ澤社長より、

「激変した。こいつはスゴい!」 という声が聞かれた。

今回は「足回りのパ…ツを交換したらこれも必須!」 の

アライメント調整を敢行。足回り編の最終章とする。
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足
回
り
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ア
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調
整

前
回
、
前
々
国
で
足
回
り
の
ブ
ッ
シ
ュ
類

れ
・交
繰
一し
た
後
、

「
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
ク
イ

ッ
ク
に
な
っ
た
し
乗
り
心
地
も
イ
イ
）^
ま
さ

に
イ
イ
こ
と
尽
く
め
！
」
と
絶
賛
し
た
ス
ピ

ー
ド
ジ
ャ
バ
ン
小
澤
社
長
。

９０
年
式
の
９
６

４
カ
ブ
リ
オ
レ
は
着
々
と
新
車
時
の
フ
ィ
ー

リ
ン
グ
を
取
り
一戻
し
つ
つ
あ
る
。

た
だ
し
、
足
回
り
関
係
の
パ
ー
ツ
を
交
績
一

し
た
リ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
た
り
す
る
と
、
ア
ラ

イ
メ
ン
ト
が
狂
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
小
澤
社
長
も

「高
速
走
行
時
に
リ
ア
に

不
安
感
が
あ
る
の
だ
け
は
不
満
。
ア
ラ
イ
メ

ン
ト
調
整
で
こ
れ
も
改
善
で
き
る
の
か
な

Ｐ
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
今
回
は
ア
ラ

イ
メ
ン
ト
調
整
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
ス
ピ
ー
ド
ジ

ャ
パ
ン
の
提
携
工
場
で
あ
る
山
真
自
動
車
。

こ
の
工
場
で
は
作
業
の
前
に
ま
ず
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
調
整
と
フ
ロ
ン
ト
お
よ
び
リ
ア
の
ロ

ア
ア
ー
ム
の
ブ
ッ
シ
ュ
の
捻
れ
を
取
る
作
業

を
す
る
と
い
う
。

通
軍
、
ブ
ッ
シ
ュ
類
の
各
謄
望
（は
リ
フ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
状
態
で
行
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
ロ
ア
ア
ー
ム
が
下
が
っ
た
状
態
で
作
業

さ
れ
る
わ
け
だ
。
作
業
後
に
車
体
が
リ
フ
ト

か
ら
下
ろ
さ
れ
て
車
重
が
掛
か
る
と
ブ
ッ
シ

ュ
に
は
捻
れ
が
発
生
す
る
。
そ
の
ブ
ッ
シ
ュ

の
捻
じ
れ
を
取
る
の
だ
。

こ
の
捻
じ
れ
を
取
る
と
い
う
作
業
を
す
る

だ
け
で
凹
凸
を
通
過
す
る
時
の
突
き
上
げ
感

が
マ
イ
ル
ド
に
な
り
、
段
差
を
越
え
る
時
の

「
コ
ン
ッ
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
が

「
ス
ー

ッ
」
と
い
う
印
象
に
変
わ
る
。

さ
ら
に
、
山
真
自
動
車
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
シ
ー
ト
に
６０
ｋｇ
分
ほ
ど
の
重
り
を
置
き
、

実
際
に
墓
向
が
動
い
て
い
る
状
態
を
作
っ
て

か
ら
作
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う
。

４
輪
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
テ
ス
タ
ー
と
い
う
測

定
機
を
使
っ
て
数
値
を
合
わ
せ
る
の
は
当
然

の
こ
と
。
こ
う
い
っ
た
配
慮
の
上
で
作
業
し

て
く
れ
る
と
い
う
の
が
な
ん
と
も
頼
も
し
い
。

ま
た
、
実
際
の
作
業
で
も
っ
と
も
重
要
な

の
は
後
輪
の
ス
ラ
ス
ト
角
だ
そ
う
だ
。

後
輪
の
ス
ラ
ス
ト
角
と
い
う
の
は
ク
ル
マ

の
幾
何
学
的
中
心
線
と
ク
ル
マ
の
進
行
方
向

と
の
角
度
の
ズ
レ
の
こ
と
。
こ
こ
に
ズ
レ
が

生
じ
て
い
る
と
車
両
は
斜
め
に
カ
ニ
走
り
す

る
こ
と
に
な
る
。

亘
ち
直
ぐ
進
ま
な
い
場
合
、
フ
ロ
ン
ト
を

ど
れ
だ
け
調
整
し
て
も
ダ
メ
。
ま
ず
リ
ア
の

キ
ャ
ン
バ
ー
と
ト
ゥ
を
適
正
値
に
合
わ
せ
な

が
ら
ス
ラ
ス
ト
角
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ

け
、
次
に
フ
ロ
ン
ト
の
キ
ャ
ス
タ
ー
、
キ
ャ

ン
バ
ー
、
ト
ゥ
を
適
正
値
に
合
わ
せ
て
い
く
。

左
右
差
を
極
力
少
な
く
す
る
の
も
大
切
だ
。

全
て
が
適
正
範
囲
内
に
収
ま
っ
た
ら

一
旦

走
行
テ
ス
ト
を
行
い
、
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
確

認
し
、
再
度
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
行
っ
て

細
か
な
ズ
レ
を
修
正
す
る
．．
非
常
に
手
間
と

時
間
が
掛
か
る
が
、
こ
れ
を
繰
４
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
新
車
当
時
の
ド
ラ
イ
ブ
フ
ィ
ー
ル

に
近
づ
い
て
い
く
。

今
回
の
作
業
後
に
試
乗
し
た
小
澤
社
長
も

「ブ
ッ
シ
ニ
＾
換
で
本
来
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
に

近
づ
い
た
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
〈
フ

回
の
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
蓑
工で
ま
た
良
く
な
っ
た
。

高
速
走
行
時
の
リ
ア
の
不
安
感
は
も
う
な
い
。

ウ
チ
の
歴
代
の
テ
ス
ト
車
両
は
６
台
が
ポ
ル

シ
ェ
で
す
が
、
そ
の
中
で
一番
直
進
安
定
性
が

一局
い
。
こ
こ
ま
で
来
た
ら
足
回
の
的
に
は
ほ
ぼ

満
点
に
近
い
は
ず
」
と
太
鼓
判
を
押
し
た
。

次
回
は
車
検
を
予
定
。
問
題
点
が
見
つ
か

る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
は
９０

年
式
。
長
く
楽
し
く
乗
る
た
め
に
も
各
部
を

み
っ
ち
り
確
認
し
て
お
く
と
い
う
意
味
に
お

い
て
も
大
切
な
車
検
に
な
る
は
ず
だ
。



続いてロアアームにある調整部分を回すことでキ

ャスターも適正値に近づけていく。

調整前のフロントのデータ。左右ともにキャスター

は立ち気味、キャンバーは付き過ぎ、トゥは前が狭

い状態だった。しかし左右差は少なかった。

アライメントテスターのセンサーを固定するアタッチ

メントをホイールに装着。ラジアスゲージが固定さ

れている台はあらかじめ水平にセットされている。

タイヤの空気圧をメーカーの推奨値(F2詠ゴσ虚、

R:3飲y∞乏)に合わせておく。扁平率力塙 いタイヤ

を履かせている場合は多めに空気を入力′る。

フロントのキャスター、キャンバー、トゥが適正値に

入ったら、ステアリングを左右に20度ずつ切った

後、ステアリングのセンターを再び確認する。

こちらはリア側のデータ。スラスト角は斜め左前方

向に向かってカニ走るすることを表す数値だった。

これを限
'り

なく0度 に近づける(ヨ ーロンパ車の許

容範囲は±0度 10分だが、山真自動車では±0度

03分以内に収める)。

いよいよ調整作業に入る。逐―数値が変わってい

くモニターを確認しながらリア側のキャンバ‐やトゥ

を調整。合わせてスラスト角をゼロに近づけていく。

◎

4輪アライメントテスターの指示通リ タイヤを左右

20度ずつ切り、その後にハンドルのセンターを出

す。山真自動車では「ステアリングホイールレ∧υレJ

という漬1定器をハン日レに装着してステアリングのセ

ンターを出した上でステアリン姥 固定する。

山真自動車
愛知県豊橋市つつじが丘1910
te:0532‐ 61‐ 7485
営業時間/830～ 17130
定休日/日 曜、祝日、第2土 曜、年末年始、お盆

メルセデス ベンツ、BMW、 アウディなどの整備

や車検など、なんでもこなす整備工場。ボッシュカー

サービスの認定工場で、最新鋭の診断機を完備。

もちろん今回の8セ ンサー式4輪 アライメントテスタ

ーもボ,シュ製だった。日本では数少ないボッシュ

システム テクニシャンによるハイクオリティーなサー

ビスが受けられる。

怜 月OfFl
●工賃

アラつレト調整代金 毛 CXIK円

※山真自動車での価格。

前後ともに煮詰めたら走行テストを行ってフィーリン

グをチェック。「コーナリングの印象が変わりました。

後は小澤さんにも乗ってもらいましょう」と山田社長。

リアのキャンバーやトゥが適正値範囲内に入り、ス

ラスト角もゼロに近づいたら次はフロント。タイロッド

の長さを調整することでトゥを適正値に近づける。

リアホイールにもアタッチメントを装着する。 フロントタイヤの下にターニングラジアスゲージをセ

ットする。これによってタイヤが前後左右に自由に

動くし、ステアリングを切ることも可能。

その後 リアを再び調整 .キ ャンバーやトゥを適正

値に近づけ、スラスト角は限りなくゼロに近づけて

いく。

調整作業の前にロアアームを固定しているボルト

を緩め、連結部分のブッシュの捻れを取っておく。こ

れによってブッシュド‐ 確な動きをするようになる。

次にアタッチメントにセンサーを装着していく。4輪分

のセンサーをそれぞれ水平にセットすると、つまり4つの

ホイールが水平状態になっていることとなる。

同じようにリアタイヤの下にラジアスゲージをセット

し、ゆっくりと車体を下ろしていく。こちらはタイヤを

左右にのみ動かすことが可能。

次に再びフロントを調整。キャスター、キャンバー ト

ゥを適性値に近づけながら、左右差も極力少なくし

ていく。これを数度繰り返す。

アライメントテスターの画面で90年式のカレラ2を

選ぶ。964のキャスター、キャンフヾ―、トゥ、スラスト

角の適正値はこのモニターに表示される。
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